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［論文要旨］

民芸運動とその周辺から

明治時代から大正初期にかけて，百貨店は，多くの新たな流行を作り出す，「尖端的」な場であった。

百貨店は，高い文化的価値を持つ空間だったのである。そうした価値の生成・維持のために，百貨

店が活用したことの 1 つに，美術があった。日本に美術館が定着するよりも早く，いくつもの美術

展覧会が百貨店で開催された。このことは，百貨店の文化的価値を高める要因の 1 つとなったので

ある。一方，大正時代中期から昭和初期になると，美術に関するいくつかの新興の団体が，展覧会

の会場として百貨店を活用することを通して，団体の知名度と権威を高めていった。本論では，民

芸運動という，大正末期に発生した工芸についての新興の文化運動を事例に，この運動のメンバー

が百貨店をどのように活用していたのかを検討することで，近代日本における工芸（とくに手工芸）

の文化的消費と百貨店との関係を考察する。その際に民芸運動が持つ 2 つの側面と百貨店との関わ

りをそれぞれ検討する。2 つの側面とは，民芸運動メンバーの芸術家としての活動と民芸運動の啓

蒙活動としての側面とである。前者については，明治後半に百貨店に設置された美術部との関わり

を，美術部の草創期から重要な役割を担った 1 人である富本憲吉や，濱田庄司ら運動同人の個人作

家らを事例に検討する。また後者については，民芸運動を推進する団体である民芸協会が主催した，

1920 年代の後半から 30 年代にかけての展覧会を取り上げて，百貨店との関わり等について検討す

る。それによって，1 つには，新興の文化運動の一事例としての民芸運動が，どのように百貨店を

捉え，活用しようとしていったのか，もう 1 つには，工芸という付加価値商品の百貨店を通しての

（広い意味での）文化的消費の有り様がどうであったのかということの一端とを明らかにする。
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